
 

大会参加の注意事項  2022 年３月２2 日～4 月 10 日 
 

新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインと大会参加の注意事項に重複すると内容が多くあ

ったため一つにまとめて本注意事項とした。 

大会参加チームは、下記の事項及び使用施設の利用制限等を厳守の上、運営がスムースに実施

できるようチーム選手・役員等関係者及びチームの保護者等の応援や観覧の方にも周知徹底をして，

参加・協力をお願いいたします。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため対応をとりながら、ゲームを実施していきますので、本

注意事項を遵守していただくよう各チームのご協力をお願いいたします。 

赤字は、新型コロナウイルス感染症の対策・対応する事項 

 

１ チームの来場時（できるだけチームでまとまって来場を） 

 ① 健康チェックシート及び利用者名簿の提出（別添） 

  ・ 選手・チーム関係者、審判員、大会運営者等は、大会2
・

週間前
・ ・ ・

から
・ ・

の
・

健康
・ ・

チェックシート
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

を
・

作成
・ ・

し、大会本部・運営委員長に提出する。（県リーグにおいては月ごとのシートで） 

※ この２週間に起床時体温及び健康状態等の異常がある者及び未記入の者は会場への

入場を禁止する。 

  ・ 試合当日の利用者名簿（チーム選手・役員・審判員及びチーム関係の応援者及び観客）を

提出する。（利用者氏名、住所、連絡先、当日の体温等を記入すること。） 

    日環アリーナは、高校生以下の人数の把握も 

 ② マスクの着用、検温（会場に検温器があるとき）、手指の消毒をする。 

※ 37.5℃以上の発熱があり場合は、入場を認めない。（県南体育館は 37.0℃） 

 

２ 来場者のマスクの着用及び 3 密の回避と手指の消毒の励行（飛沫感染、接触感染の防止） 

① 体育館内では、マスクは常に着用していること。 

（選手及び主審・２審のプレー中及びアップ中を除く。） 

② ベンチや応援席において、大声での声援・指示をしない。 

 ③ 活動時に 3 密（密閉、密集、密接）避けること。最低１ｍ以上離れること。 

 ④ 手指の消毒は、本部席にも消毒液を用意してあります。 

 

３ シューズについて 

 ① 会場のスリッパをチーム選手・役員及び大会関係者は使用しないこと。各自の室内用シュー

ズを使用してください。 

② 体育館内は土足厳禁です。また，室内用シューズで外に出ることも厳禁です。 

③ 日環アリーナ栃木においては、アリーナ部分（室内用シューズ）とエントランスホール等（下

足シューズ）のシューズの履き替えを必ず行ってください。アリーナ部分は土足厳禁です。室

内用シューズでエントランスホール等に出ることも厳禁です。一度でもエントランスホール等

に出た室内用シューズはアリーナでの使用は認めません。 

 

４ 更衣について 

① 更衣室やシャワーの使用の可否についての確認（会場の使用規則等を守ること） 

② 更衣室等の使用時は、人との間隔を最低１ｍ以上とり、できるだけ会話は控える。 

③ 選手等の更衣は、更衣室等を使用して行って下さい。スペースに限りがありますので、各チ



 

ームで譲り合って利用してください。観客席等での裸になっての更衣は禁止します。 

また，更衣室に荷物を置いたままにすることも禁止します。 

④ シャワーのある会場でも、設置数が少ないため混雑が予想されます。譲り合って使用してく

ださい。 

 

５ 金銭・貴重品等の管理について 

① 試合時・アップ時及び観戦時にも、金銭・貴重品等から離れることの無いように，各チー

ム・個人で十分注意・管理をお願いします。 

② 盗難にあっても主催者では一切責任を負いません。 

 

６ 観戦・応援等について 

① 試合の観戦は､スタンドのある会場ではスタンドにてお願いします。通路やピッチ入り口付

近には溜まらないで下さい。 

② マスクの常時着用をお願いします。（飛沫感染の防止） 

③ 観覧席が両側のある会場では、ベンチ側は選手・チーム役員席とします。チーム関係者の応

援はベンチと反対側のスタンドのみとします。（他の一般の観戦者への配慮もお願いします。） 

④ 観覧するときは、体育館の使用規則等や表示に従うこと。特に指示がない場合は、人との間

隔を前後左右１席以上（最低１ｍ以上）空ける。 

⑤ 大声を出しての声援を禁止します。（飛沫感染の防止） 

（チーム関係の応援者及び観客もチームの管理下にあるものとする。） 

 

  注）制限付きの有観客試合の場合、観客も以下の提出を求めることがある。 

   ・ 健康チェックシート（2 週間分）の提出をすること 

   ・ 利用者名簿への記入をすること。 

 

７ 競技運営 

① マッチコーディネーションミーティングまたは簡易のユニフォームチェック 

試合前に、審判団を加えて、代表者ミーティングを行います。 

人との間隔を最低１ｍ以上離れること。（接触感染の防止） 

・ 時  間：指定された時間 

・ 場 所：会場内の指定した場所 

・ 出席者：当該チーム、レフェリー、運営スタッフ 

・ 内  容：  

ⅰ メンバー提出用紙提出 

・ 必要事項を記入した『メンバー提出用紙』を４枚提出して下さい。 

・ メンバー提出用紙に出場登録されたチーム役員および選手以外は、競技中にベンチに

入ることはできません。 

ⅱ ユニフォームカラーの決定 

・ 試合で着用するユニフォームのカラーを決定します。 

・ 大会に登録している正副ユニフォーム（フィールドプレーヤー及びゴールキーパーの

シャツ・ショーツ・ストッッキング・トラウザー等）を持参して下さい。 

ⅲ ビブスの確認登録  ユニフォームの色と異なる、ビブスを２色持参すること。 

ⅳ 選手証の確認  メンバー票と確認しますので、必ず選手証を持ってくること。 



 

（但し、県リーグにおいて、選手証を提出してある場合はこの限りでない。） 

② ウォーミングアップ 

・ アップスペースでボールを使わないで、ウォーミングアップをすることができる。 

・ 試合直前のアップは、原則として，該当試合の前の試合終了から試合開始５分前まで 

但し、前の試合が遅れている場合は最低 7 分間のウォーミングアップ時間は確保する。 

なお、ピッチ上以外の館内（選手ロビー・エントランスホール、ランニング走路等）、駐

車場内ではボールを使用してのウォーミングアップはご遠慮下さい。体育館の使用条件に従

ってください。 

サブアリーナが利用可能な時はサブアリーナを使用すること。サブアリーナでのボールの

使用はその都度連絡します。 

    注）アップ時の飲水も競技中と同様、ピッチ外またはシート上で飲水すること。 

③ エキップメントチェック（メンバーチェック・選手の用具確認） 

試合開始５分前から当該ピッチオフィシャル席前のピッチ内で、レフェリーによる出場選

手チェックを行います。試合に出場できる着衣（シャツ・ショーツ・ストッキング・レガー

ス・シューズ）で試合エントリーメンバー（メンバー提出用紙に記入されている選手）が受

けて下さい。ただし、試合開始時に間に合わない選手は、後半開始時に受けること。（後半

開始以降はチェックを受けることはできず、試合にも出場できない。） 

* ユニフォーム背番号は、大会登録された選手固有の番号をつけて下さい。なお、貼り番

号の場合は、四辺を確実に縫い合わせて下さい。（四点止め、テープでの仮止めは無効と

なります）（注 リーグにおいて，貼り番号は年間を通しての使用はできない。） 

* シューズは、靴底の接地面に凹凸がなく、無色透明、アメ色または白の室内用シューズ

を使用してください。（色付きのノンマーキングシューズも認めない。） 

* レガース（すねあて）は着用してください。 

* その他  

・ メガネ（スポーツ用メガネを除く）はもちろん、ネックレス・ピアス・指輪等の装飾

品、周囲の選手に危害を及ぼす恐れのあるものは、すべてはずして下さい｡（テープ等

で覆うことも不可） 

・ アンダーシャツ、アンダーショーツ及びタイツの色は問わない。チームで同色のもの

を着用する。 

・ ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける、または外部に着用する場

合、ソックスと同色でなくてもよい。 

④ チームベンチ及びエンド 

・ ベンチは、オフィシャル席からピッチに向かって左側が対戦表の左側のチーム（ホー

ム）、右側が対戦表の右側のチーム（アウェー）となります。 

但し、コイントスにより入れ替わることがあります。また、ハーフタイムに入れ替わ

ってください。 

・ ベンチの使用は、チーム内で個人専用として使用すること。（接触感染の防止） 

・ 試合前、ハーフタイム時、試合終了後にベンチを消毒する。 

ピッチ 

 

 

   ホームチームベンチ                  アウェーチームベンチ 

 



 

       

19 脚（前後左右１ｍ離す）               19 脚（前後左右１ｍ離す） 

     オフィシャル席 

 

   ※ 真岡・スケセンではベンチを使用する場合、1 台につき 2 名まで着席とする。 

    ベンチは不足するときは、パイプ椅子を使用する。ピッチ内に並べられない時は 

    フェンスやネット外に並べる。      

⑤ 競技中の飲水等 

・ ピッチ内での飲水は認められません。飲水が必要な選手は自由な交代を利用して自陣の

ベンチのシート上または指定の場所において飲水してください。 

・ タイムアウト時も、自陣ベンチのシート上または指定の場所で飲水してください。 

・ 飲水は個人のものとし、ペットボトルやスクイーズボトル使用してください。ボトルの

共用及びクーラーボックスにボトルを入れることは禁止とする。（接触感染の防止） 

・ 栃木県フットサル連盟では、体育館との同意のもと、ゲーム中に飲水できる飲料は、水・

スポーツドリンク・経口補水液等の飲料を飲むことを認めています。 

（他県では水のみのところもあります。） 

 （運営の判断で飲水タイムや Cooling Break 時に、シート上または指定の場所で，上記

の飲料等を飲むことは可能です。） 

 ⑥ 確認事項 

   ・ 役員・選手の座席は個人専用とする。 

・ 大声を出しての指示、声援の禁止。（飛沫感染の防止） 

・ 不要な身体接触の禁止、回避：選手間・審判との握手、得点時のハイタッチ等 

・ ビブスの共用禁止。（接触感染の防止） 

   ・ 自由な交代時にビブスの受け渡しは行わないが、常識的な距離で入れ替わること。 

 

８ 飲食・喫煙・ゴミ 

① スタンド等館内での飲食は、使用施設の使用規則に従うこと。 

  注意 スケートセンターは館内では、食事、軽食、ガム・お菓子等も食べられない。 

② 館内は禁煙となっております。指定場所以外での喫煙はご遠慮ください。 

  会場によっては、敷地内禁煙になっているところもあります。 

③ チーム関係のゴミは、必ず各チームで持ち帰ってください。 

  

９ その他 

 ① 場内での VTR 等での動画撮影や写真撮影は認めますが、フラッシュ撮影は認めません。 

② 試合等を撮影した動画や写真等の SNS への投稿は、認めていません。 

  （肖像権の侵害にならないように ← 映っている人全員の了解・同意が必要です。） 

但し、チーム内では認めますが、拡散しないように十分配慮してください。 

 ③ 預かった健康チェックシートや利用者名簿等は、会場に提出する。または、一か月後には廃

棄する。 

 ④ チームから感染者及び濃厚接触者が出た場合は、直ちに大会担当者に報告すること。 

  ・ 発症日時や感染ルート等 

 ⑤ 新型コロナウイルス感染症拡大による大会開催の可否判断は、原則として連盟としては以下

のとおりとする。 



 

  ・ 「まん延防止等重点措置」の発出された時は、使用施設の利用条件等を確認し、 

各チームへ連絡してチームの参加の可否判断を確認した上で、大会開催の可否の判断をする。 

  但し、大会参加への可否判断は、チームの判断が優先します。 

出場辞退・棄権をした場合は不戦敗とする。リーグにおいては、勝点を減じない。 

 

・ 「緊急事態措置」の発出された時は、大会を中止とする。 

    

 ◆ 体育館の利用規則条件等について 

施 設 名 通常の開館時間等 備   考 

日環アリーナ栃木 9:00～21:00 
開館 

利用者名簿の提出（大人・高校生以下の入場者がわかるように） 

県南体育館 9:00～21:00 
開館 

・更衣室、シャワー室、幼児体育室は利用休止  

県北体育館 9:00～21:00 

開館 

利用者名簿の提出 

運動時以外はマスクの着用 

清原体育館 

9:00～21:00 

日曜日は 

9:00～17:00 

開館 

利用者名簿の保管（コロナの患者の発症があった場合に提出）  

十分な感染防止対策を講じること。 

栃木市総合体育館 9:00～21:00 

開館 

利用者名簿の保管（コロナの患者の発症があった場合に提出） 

・観客数 5 割 

・館内での食事不可 

ラインテープの使用不可 

宇都宮 

スケートセンター 
9:00～21:00 

開館 

利用者名簿の保管（コロナの患者の発症があった場合に提出）  

ロッカー室、シャワー室の使用禁止 

館内での食事、飴、ガム等の持ち込みの禁止 

黒のゴムマット上でのアップ禁止 

真岡市 

スポーツ交流館 
9:00～21:00 ワクチン接種会場の為、年間使用不可 

 


